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①マイクロ波放射計や降水レーダ技術の活用
継続的な観測データを得るために国際的協調によるグローバルな監視体制が必要。
また、観測体制おける国際的リーダシップのためにわが国のセンサ技術開発や継続的な打
ち上げを行う。

②LバンドSAR技術の活用
地形変化分析によるインフラ監視等、優位なアプリケーションの海外利用展開
30年近い長期観測成果や開発経験を活かし、長期的なデータセットを構築し、大量データ
分析等に役立てる。

我が国の強みを活かした戦略的国際連携

GSMaP等、国際的な
コンステレーション体制に
おけるイニシアチブ

マイクロ波放射計による
地球環境の継続的監視

LバンドSARによる継続的な地面変位検査


